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しては単結晶 X 線結晶構造解析を行なった。 
[結果と考察] ルテニウム-ニッケル錯体の赤外吸収スペクトルでは, カルボン




散反射スペクトルでは, カルボン酸ルテニウム(II,III) 二核錯体のδ(Ru2) → 
δ∗(Ru2)の電子遷移に帰属される吸収帯, 四配位正方型構造のニッケル(II)錯体
の d-d 遷移に帰属される 1A1g → 1A2g, 1A1g → 1B1gの吸収帯が観測された。 
 ルテニウム-金錯体の X 線結晶構造解析により, カルボン酸ルテニウム(II,III)
二核錯体の軸位にテトラシアニド金(III)酸イオンが配位しており, ルテニウム
ユニットと金ユニットが交互に並んだ 1 次元ポリマーを形成していることがわ
かった。これらの錯体の磁気モーメントの温度依存性(4.5-300 K)より, 2 つのル
テニウムユニットの間にほとんど磁気的相互作用が働いていないことが分かっ
た。ルテニウム-金錯体もルテニウム-ニッケル錯体のものとよく似ていた。 
